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は
じ
め
に

一
八
世
紀
末
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
以
来
、
ロ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
プ
ロ
イ
セ
ン
に
よ
る
支
配
は
一
世
紀
以
上
続
い
た
が
、
第
一
次

世
界
大
戦
に
よ
っ
て
三
支
配
帝
国
を
め
ぐ
る
国
際
・
内
政
状
況
が
変

化
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
独
立
回
復
は
具
体
的
な
国
境
線
の
画
定
を
伴

う
議
論
に
進
ん
だ
。
パ
リ
講
和
会
議
に
お
い
て
ド
モ
フ
ス
キ

（Rom
an D

m
ow

ski, 1864-1939

）
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
代
表
団
は
、
産

業
地
域
を
含
む
西
部
国
境
地
帯
を
獲
得
し
た
。
東
部
国
境
に
つ
い
て

は
国
際
会
議
に
お
け
る
交
渉
と
切
り
離
さ
れ
た
ま
ま
拡
張
が
進
み
、

旧
ポ
ー
ラ
ン
ド
＝
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
の
よ
う
な
諸
民
族
の
連
邦
を

理
想
と
す
る
ピ
ウ
ス
ツ
キ
（Józef Piłsudski, 1867-1935

）
は
東
方

へ
の
領
土
拡
大
を
志
向
し
た
。
東
方
領
域
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
（
ル

テ
ニ
ア
人
）
や
ユ
ダ
ヤ
人
と
い
っ
た
多
く
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
居
住

す
る
が
、
ピ
ウ
ス
ツ
キ
ら
の
連
邦
案
は
諸
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
か
ら

理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ド
モ
フ
ス
キ
ら
が
目
指
し
た
国

民
国
家
案
は
国
内
の
現
状
と
一
致
し
て
お
ら
ず
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
第
二

共
和
国
が
い
ず
れ
の
案
を
と
る
に
し
て
も
現
実
と
矛
盾
す
る
状
況
が

生
じ
て
い
た
。

領
内
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
う
ち
最
多
数
は
、
主
に
東
部
地
域
に
居

住
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
単
純
に
数
の
上

で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
よ
り
も
少
な
い
も
の
の
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
問
題
は

第
Ⅱ
部 

両
大
戦
間
期
の
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

戦
間
期
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
居
住
地

―
ア
ポ
リ
ナ
ル
ィ
・
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
の
残
留
型
シ
オ
ニ
ズ
ム

宮
崎　

悠
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複
雑
さ
に
お
い
て
最
も
際
立
っ
て
い
た
。「
ユ
ダ
ヤ
人
」
と
呼
ば
れ

る
人
々
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
同
様
に
三
分
割
領
の
い
ず
れ
に
も
居

住
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
配
帝
国
の
政
治
的
・
社
会
的
文
化
を
持
っ
て

い
た
。
そ
う
し
た
差
異
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
ユ
ダ
ヤ
人
」
と
総
称
さ

れ
、
ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
自
ら
の
居
住
地
を

排
他
的
に
求
め
た
と
き
、「
ユ
ダ
ヤ
人
」
の
居
住
地
は
ほ
ぼ
同
じ
場

所
に
あ
っ
た
（Bartal 2005

）。

本
稿
で
は
、
戦
間
期
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
形
作
る
国
家
構
想
が
、
第
一

次
世
界
大
戦
以
降
ど
の
よ
う
に
提
示
さ
れ
競
合
し
た
の
か
を
、
独
立

運
動
が
残
留
型
シ
オ
ニ
ズ
ム
に
与
え
た
影
響
と
そ
の
結
果
か
ら
検
討

す
る
。
戦
間
期
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
は
ピ
ウ
ス
ツ
キ
を
中
心
と
す
る
ゆ

る
や
か
な
権
威
主
義
体
制
が
成
立
し
、
政
権
自
体
に
反
ユ
ダ
ヤ
的
な

傾
向
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
国
家
構
想
（
多
民
族
の
連
邦
を
目
指
す

の
か
、
一
民
族
の
国
民
国
家
か
）
は
流
動
的
で
あ
っ
た
。
一
九
三
〇

年
代
に
は
ド
モ
フ
ス
キ
ら
の
独
立
運
動
を
引
き
継
ぐ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
が
急
進
化
し
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
的
傾
向
が
い
っ
そ
う
強
ま
る
。
こ
う

し
た
な
か
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
（
国
民
）」
か

ら
排
除
し
よ
う
と
し
た
「
ユ
ダ
ヤ
人
」
の
側
は
、
一
様
で
は
な
い
反

応
を
示
し
た
。
こ
こ
で
は
、
戦
間
期
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
特
徴
的
な
立
場

と
し
て
残
留
型
シ
オ
ニ
ズ
ム
に
着
目
す
る
。

Ⅰ
残
留
型
シ
オ
ニ
ズ
ム
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
観

残
留
型
シ
オ
ニ
ズ
ム
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
民
と
し
て
の
権
利
義
務

の
自
覚
と
ユ
ダ
ヤ
人
意
識
と
を
折
衷
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
国

家
建
設
を
遠
い
目
標
と
し
て
一
定
程
度
移
住
を
支
援
し
つ
つ
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
国
内
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
権
利
安
定
と
地
位
向
上
に
努
め

た
。
こ
の
立
場
は
戦
間
期
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
萌
芽
し
た
も
の
の

十
分
な
時
間
を
与
え
ら
れ
ず
、
最
終
的
に
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
勃

発
に
よ
り
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
拠
点
を
移
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ア
ポ
リ
ナ
ル
ィ
・
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
（A

polinary H
artglas, 1883-

1953

）
は
、
残
留
型
シ
オ
ニ
ズ
ム
の
代
表
的
な
論
者
で
あ
っ
た
。
一

写真1 アポリナルィ・ハルトグラス
（出所）Yoni Eshpar 氏提供。
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九
三
〇
年
代
に
弁
護
士
、
政
治
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍

し
た
。
彼
は
ロ
シ
ア
分
割
領
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
独
立
運
動
の
盛

り
上
が
り
の
な
か
で
一
〇
代
を
過
ご
し
て
ド
モ
フ
ス
キ
の
思
想
に
傾

倒
し
、
独
立
後
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
民
と
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
が
平
等
な
地

位
を
得
ら
れ
る
と
信
じ
た
。
将
来
的
な
パ
レ
ス
チ
ナ
移
住
・
ユ
ダ
ヤ

民
族
の
国
家
建
設
を
理
想
と
し
つ
つ
、
現
実
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内

で
の
ユ
ダ
ヤ
人
国
民
の
同
権
化
と
地
位
向
上
を
図
っ
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
と
ユ
ダ
ヤ
民
族
・
ユ
ダ
ヤ
共
同
体
の
関
係
を
め

ぐ
る
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
の
「
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
」
は
、
戦
間
期
の
終

焉
を
告
げ
る
一
九
三
九
年
九
月
一
日
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
一
九
四
〇

年
の
パ
レ
ス
チ
ナ
移
住
と
い
う
断
絶
に
至
る
。
残
留
型
シ
オ
ニ
ズ
ム

が
遠
い
理
想
と
し
て
い
た
パ
レ
ス
チ
ナ
移
住
が
現
実
に
な
っ
た
と

き
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
矛
盾
と
限
界
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
の
か
。
本
稿
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
治
か
ら
消
え
て
い
っ
た
シ
オ

ニ
ズ
ム
の
一
事
例
を
検
証
し
、
残
留
型
シ
オ
ニ
ズ
ム
の
遠
い
目
標

（
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
移
住
と
ユ
ダ
ヤ
国
家
の
建
設
）
が
実
現
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
に
伴
う
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
喪
失
」（
故
郷
ポ
ー
ラ
ン

ド
か
ら
の
引
き
は
が
し
）
が
一
人
の
シ
オ
ニ
ス
ト
に
残
し
た
も
の
の

意
味
を
改
め
て
考
察
す
る
。

Ⅱ
研
究
史

ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
の
存
在
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
後
は
顧
み
ら
れ
な

く
な
り
、
労
働
シ
オ
ニ
ズ
ム
が
主
流
の
シ
オ
ニ
ズ
ム
研
究
に
あ
ま
り

登
場
し
な
い
。
二
〇
〇
〇
年
を
過
ぎ
て
か
ら
彼
の
思
想
的
側
面
に
関

心
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
に
は
彼
の

論
説
は
多
く
の
読
者
を
得
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
研
究
の
第
一
人
者
ジ
ン
ド
ゥ
ル
に
よ
れ
ば
、
自
伝
的

回
想
録
『
二
つ
の
世
界
の
境
界
で
』（H

artglas 1996

）
が
没
後
四

十
余
年
を
経
て
出
版
さ
れ
る
ま
で
、
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
を
主
題
と
す
る

研
究
は
殆
ど
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た＊

1

。
メ
ン
デ
ル
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、

ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
は
従
来
、
ロ
シ
ア
領
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
指
導
的
シ
オ
ニ

ス
ト
、
グ
リ
ュ
ン
バ
ウ
ム
（Izaak Grünbaum

, 1879-1970 ＊
2

）
の
親

し
い
協
力
者
と
し
て
言
及
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
（M

endelsohn 

1981

）。
回
想
録
が
出
版
さ
れ
る
と
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
や
シ
ェ
ド
ル
ツ
ェ

の
ユ
ダ
ヤ
史
に
関
す
る
文
献
に
、
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
の
文
章
が
体
験

談
・
証
言
と
し
て
引
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
特
に
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト

研
究
の
観
点
か
ら
す
る
な
ら
、
彼
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
一
九
三
九
年
一

二
月
ま
で
留
ま
り
、
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
の
交
渉
相
手
と
も
な
っ
た
。
そ
の
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た
め
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
占
領
下
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
生
活
状
況
を
伝
え
る

資
料
と
し
て
の
価
値
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（Engelking &

 

Leociak 2001
）。
た
だ
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
移
住
後
の
ハ
ル
ト
グ
ラ

ス
の
筆
致
は
基
本
的
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
望
郷
に
従
っ
て
お
り
、
ド

イ
ツ
軍
と
の
関
係
を
含
め
負
の
側
面
は
不
自
然
な
ほ
ど
僅
か
し
か
描

か
れ
て
い
な
い
。

定
期
刊
行
物
を
対
象
と
す
る
研
究
に
は
彼
の
名
は
頻
繁
に
現
れ

る
。
一
九
〇
六
年
以
降
、
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
や
ウ
ッ

ジ
、
ク
ラ
ク
フ
な
ど
で
発
行
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
ユ
ダ
ヤ
系
新

聞
・
雑
誌
約
二
〇
紙
に
寄
稿
、
数
紙
の
編
集
に
携
わ
っ
た＊

3

。
ツ
ァ
ワ

ら
に
よ
る
一
連
の
研
究＊

4

は
、
一
八
三
〇
年
代
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦

後
ま
で
視
野
に
入
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
ユ
ダ
ヤ
系
定
期
刊
行
物
の

整
理
分
類
を
行
っ
て
お
り
、
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
の
交
際
範
囲
や
発
言
の

傾
向
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
語
の
先
行
研
究
で
は
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
を
含
む
ロ
シ
ア
・
シ
オ
ニ
ズ
ム
研
究
の
文
脈
か
ら
言
及

さ
れ
て
い
る
。
鶴
見
太
郎
は
自
由
主
義
系
シ
オ
ニ
ス
ト
の
ロ
シ
ア
語

雑
誌
『
ラ
ス
ヴ
ェ
ト
（R

azsvet

）』
の
寄
稿
者
と
し
て
ハ
ル
ト
グ
ラ

ス
を
取
り
上
げ
、
彼
が
オ
ッ
ト
ー
・
バ
ウ
ア
ー
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
の

民
族
自
治
論
を
ど
の
よ
う
に
援
用
し
た
か
を
紹
介
し
て
い
る
（
鶴
見 

二
〇
一
二
）。
ま
た
、
戦
間
期
の
議
会
に
お
け
る
少
数
民
族
の
処
遇

是
正
に
着
目
し
た
、
安
井
教
浩
の
研
究
が
あ
る
（
安
井 

二
〇
〇
三
：

二
八
三
―
三
三
三
）。

ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
の
主
な
著
作
に
は
、
先
述
の
回
想
録
（H

artglas 

1996

）
の
ほ
か
、
初
期
の
代
表
作
『
領
土
と
民
族
』（H

artglas 

1906b

）
が
あ
る
。
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
、

イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ロ
シ
ア
語
の
シ
オ
ニ
ズ
ム
系
雑
誌
・
新
聞
に
数
多

く
の
論
説
を
寄
稿
し
た
。
一
九
四
〇
年
に
移
住
し
た
パ
レ
ス
チ
ナ
に

お
い
て
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ユ
ダ
ヤ
人
向
け
に
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
の

経
緯
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
入
植
状
況
を
説
明
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
こ

の
国
を
知
れ

―
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
兵
士
へ
』（H

artglas 1944

）
を

残
し
た
。

Ⅲ
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
の
生
涯

１
少
年
時
代

ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
会
議
王
国
東
部
に
位
置
す
る

ビ
ャ
ー
ワ
・
ポ
ド
ラ
ス
カ
の
同
化
ユ
ダ
ヤ
人
の
家
庭
に
生
ま
れ
、
両

親
は
普
段
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
を
話
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
風
の
生
活
様

式
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
。
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
の
生
ま
れ
た
町
の
ユ
ダ
ヤ
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人
住
民
の
う
ち
多
く
の
人
は
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
を
話
し
、
ま
た
服
装
も

長
い
外
套
を
着
、
帽
子
を
被
る
ス
タ
イ
ル
が
大
多
数
で
あ
っ
た
。
そ

う
し
た
な
か
で
は
例
外
的
に
、
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
は
家
庭
で
も
ポ
ー
ラ

ン
ド
語
を
話
し
、
両
親
は
「
子
ど
も
に
聞
か
れ
た
く
な
い
と
き
だ

け
」
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
で
話
す
と
い
う
、
ほ
ぼ
ポ
ー
ラ
ン
ド
様
式
の
日

常
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
少
年
時
代
の
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
は
「
自
分
は

国
民
と
し
て
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
で
、
た
だ
信
仰
の
点
で
、
形
の
上

で
、
ユ
ダ
ヤ
人
な
の
だ
」
と
、
信
仰
と
は
分
離
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人

意
識
を
抱
い
て
い
た
。
ド
モ
フ
ス
キ
編
集
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
を
標
榜
す
る
雑
誌
『
全
ポ
ー
ラ
ン
ド
評
論
』
を
愛
読
し

（Bułhak 2000: 73

）、
街
の
住
民
の
多
く
を
占
め
た
正
統
派
ユ
ダ
ヤ

人
を
「
リ
ト
ヴ
ァ
ー
ツ
ィ
（Litw

acy

）」
と
呼
び
、
彼
ら
に
違
和
感

を
抱
き
な
が
ら
一
〇
代
を
過
ご
し
た
。
違
和
感
の
理
由
は
、
ド
モ
フ

ス
キ
の
国
民
形
成
論
に
お
い
て
ユ
ダ
ヤ
人
が
占
め
た
位
置
か
ら
推
測

で
き
る
。
ド
モ
フ
ス
キ
が
ユ
ダ
ヤ
人
を
「
我
々
」
か
ら
排
除
す
べ
き

「
他
者
」
と
し
た
契
機
の
一
つ
は
、
一
八
八
〇
年
代
以
降
、「
リ
ト

ヴ
ァ
ー
ツ
ィ
」
が
、
ロ
シ
ア
か
ら
主
に
リ
ト
ア
ニ
ア
を
経
由
し
て
会

議
王
国
（
特
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
、
後
に
ウ
ッ
ジ
）
へ
移
動
し
て
き
た
こ

と
に
あ
っ
た
（
ハ
ウ
マ
ン 

一
九
九
九
：
一
六
四; H

aum
ann 2000: 

132-135

）。
ド
モ
フ
ス
キ
は
彼
ら
を
ロ
シ
ア
か
ら
大
量
に
流
入
し
て

く
る
黒
服
の
集
団
と
し
て
敵
視
し
（D

m
ow

ski 1893: 10

）、
国
民
形

成
論
が
想
定
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
像
は
、「
リ
ト
ヴ
ァ
ー
ツ
ィ
」
に
限
ら

ず
ユ
ダ
ヤ
人
全
体
を
「
内
な
る
他
者
」
と
見
な
す
方
向
へ
展
開
し
た
。

こ
う
し
た
会
議
王
国
の
反
ロ
シ
ア
的
な
文
脈
に
由
来
す
る
感
情
を

一
〇
代
の
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
は
ド
モ
フ
ス
キ
と
共
有
し
て
い
た
。
以
前

か
ら
会
議
王
国
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
に
同
化
し
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
人
に

と
っ
て
「
新
顔
」
の
「
リ
ト
ヴ
ァ
ー
ツ
ィ
」
は
「
ロ
シ
ア
本
土
深
く

か
ら
や
っ
て
来
た
、
ロ
シ
ア
語
と
ロ
シ
ア
文
化
に
す
っ
か
り
浸
か
っ

た
」
人
々
で
あ
り＊

5

、
近
づ
き
が
た
か
っ
た
（Cała &

 Zalew
ska 

2000: 190

）。
彼
は
自
宅
に
間
借
り
し
て
い
た
ロ
シ
ア
出
身
の
ユ
ダ

ヤ
人
青
年
た
ち
に
つ
い
て
「
私
は
﹇
中
略
﹈
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
で
あ
っ

た
の
に
、
彼
ら
は
『
リ
ト
ヴ
ァ
ー
ツ
ィ
』
だ
っ
た
」
と
し
「
私
た
ち

を
分
か
つ
も
の
は
、
日
常
の
言
語
の
み
な
ら
ず
、
暮
し
方
、
教
養
、

振
る
舞
い
方
の
違
い
で
あ
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。

ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
時
代
に
は
社
会
主
義
に
傾
倒
す
る
友
人
の
影
響
で

多
く
の
書
物
を
読
ん
だ
。
し
か
し
社
会
主
義
に
同
調
は
せ
ず
、
そ
れ

以
上
に
影
響
を
受
け
た
の
は
、
ロ
シ
ア
領
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
て
い

た
『
全
ポ
ー
ラ
ン
ド
評
論
』
で
、
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア

領
の
ク
ラ
ク
フ
か
ら
取
り
寄
せ
て
定
期
購
読
し
て
い
た
（H

artglas 

1996: 44, 48
）。
ド
モ
フ
ス
キ
の
熱
心
な
読
者
と
し
て
「
全
ポ
ー
ラ

ン
ド
主
義
」
か
ら
受
け
た
影
響
は
少
な
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

（Bułhak 2000: 73
）。
初
期
の
ド
モ
フ
ス
キ
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
を
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話
す
と
か
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
で
あ
る
と
い
っ
た
形
式
的

な
区
別
以
上
に
、
集
団
へ
の
献
身
を
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
民
」
の
条
件

と
し
て
重
視
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
ユ
ダ
ヤ
の
信
仰
を
持
ち
つ
つ

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
民
で
あ
る
こ
と
は
矛
盾
し
な
い
、
と
も
解
釈
で
き

た
。ハ

ル
ト
グ
ラ
ス
は
、
大
学
に
入
学
し
た
頃
に
は
「
す
で
に
私
は
反

ユ
ダ
ヤ
主
義
者
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
裏
を

返
す
な
ら
、
少
年
期
に
周
囲
の
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
に
対
し
抱
い
て
い
た

違
和
感
、「
彼
ら
」
と
自
分
が
同
じ
も
の
と
看
做
さ
れ
る
こ
と
へ
の

反
感
の
大
き
さ
を
表
し
て
い
る
。
一
〇
代
半
ば
で
ヘ
ル
ツ
ル
著
『
ユ

ダ
ヤ
人
国
家
』
を
読
む
が
、「
ナ
ン
セ
ン
ス
だ

―
こ
の
話
と
私
た

ち
と
何
の
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
？
」
と

り
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら

千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
た
ト
ル
コ
領
の
砂
漠
に
国
家
を
作
る
？　

誰
が
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
行
く
も
の
か
」
と
ま
っ
た
く
受
け
入
れ
る
余

地
が
な
い
。
結
局
「
嫌
だ
、
自
分
た
ち
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
だ
し
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
ま
ま
で
い
る
。
私
た
ち
が
ユ
ダ
ヤ
人
だ
と
い
う
の

は
、
た
だ
形
式
的
に
信
仰
に
関
し
て
の
こ
と
だ
」
と
強
い
拒
否
感
を

示
し
た
。
少
年
時
代
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
シ
オ

ニ
ズ
ム
受
容
へ
の
変
化
が
見
ら
れ
る
の
は
、
大
学
進
学
の
た
め
ワ
ル

シ
ャ
ワ
へ
移
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
（H

artglas 1996: 45-50

）。

２
ワ
ル
シ
ャ
ワ
時
代

ロ
シ
ア
帝
政
下
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
に
進
学
し
た
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス

は
法
律
を
学
び
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
の
影
響
を
受
け
た
学
生
サ
ー
ク
ル
の

集
ま
り
に
参
加
し
始
め
る
。
当
初
は
シ
オ
ニ
ズ
ム
の
実
現
可
能
性
に

懐
疑
を
抱
く
も
の
の
、
少
年
時
代
の
「
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
」
を
脱
し
、

学
生
シ
オ
ニ
ス
ト
の
サ
ー
ク
ル
「
カ
デ
ィ
マ
」
へ
加
わ
っ
た

（H
artglas 1996: 57-62

）。
一
九
〇
四
年
に
大
学
を
卒
業
す
る
と
、

苦
労
し
て
弁
護
士
の
職
を
得
て
地
方
の
小
都
市
シ
ェ
ド
ル
ツ
ェ
へ
赴

く
。
シ
ェ
ド
ル
ツ
ェ
は
商
業
が
さ
か
ん
で
あ
り
、
一
九
世
紀
後
半
に

は
ユ
ダ
ヤ
系
住
民
が
全
体
の
約
七
割
を
占
め
た
と
さ
れ
、
シ
オ
ニ
ス

ト
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
（P.（Popow

ski

）2009: 110

）。
こ
の
間

ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
お
い
て
は
、
一
九
〇
六
年
二
月
、
初
め
て
の
ポ
ー
ラ

ン
ド
語
に
よ
る
シ
オ
ニ
ズ
ム
雑
誌
『
ユ
ダ
ヤ
の
声
』
が
創
刊
さ
れ

る
。
最
初
の
数
号
を
手
に
し
た
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
は
編
集
作
業
に
参
加

す
る
こ
と
を
決
め
ワ
ル
シ
ャ
ワ
へ
戻
っ
た
。『
ユ
ダ
ヤ
の
声
』
は
、

ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
同
化
ユ
ダ
ヤ
人
層
や
、
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
と
ポ
ー
ラ
ン

ド
語
の
両
方
を
解
す
る
青
年
層
の
読
者
か
ら
反
響
を
呼
ん
だ
。
し
か

し
「
ユ
ダ
ヤ
人
の
民
族
的
権
利
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
シ
オ
ニ
ズ
ム

雑
誌
」
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
読
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
定
期
購
読
の
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と
り
や
め
が
相
次
い
だ
（H

artglas 1996: 87-88

）。

さ
ら
に
深
刻
な
衝
撃
を
与
え
た
の
は
、
相
次
ぐ
ポ
グ
ロ
ム
の
報
せ

で
あ
っ
た＊

6

。
一
九
〇
六
年
六
月
の
聖
体
節
に
ビ
ャ
ー
ウ
ィ
ス
ト
ク
に

お
い
て＊

7

、
ま
た
九
月
に
は
つ
い
最
近
ま
で
暮
ら
し
て
い
た
シ
ェ
ド
ル

ツ
ェ
に
お
い
て
（H

artglas 1996: 88, n.18

）、
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
住

民
が
殺
害
さ
れ
た
。
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
は
い
ず
れ
も
事
件
の
さ
な
か
に

現
地
入
り
し
、
危
険
を
冒
し
て
書
き
送
っ
た
報
告
記
事
を
『
ユ
ダ
ヤ

の
声
』
が
掲
載
し
た
。
ビ
ャ
ー
ウ
ィ
ス
ト
ク
の
出
来
事
に
つ
い
て
、

『
ユ
ダ
ヤ
の
声
』
の
報
告
記
事
で
は
「
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
が
手
は
ず

を
整
え
た
と
は
思
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
機
会
に
便
乗
し
て

﹇
ポ
グ
ロ
ム
に
﹈
参
加
し
た
人
は
い
た
と
見
ら
れ
る
」（﹇　

﹈
は
引

用
者
注
）
と
述
べ
（H

artglas 1906a: 282

）、
計
画
的
で
な
か
っ
た

に
せ
よ
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
も
ユ
ダ
ヤ
人
殺
害
に
関
与
し
た
と
示
唆
し

た
。
こ
の
記
事
の
内
容
が
口
実
と
な
り
、
彼
は
弁
護
士
事
務
所
を
追

わ
れ
、
一
九
〇
六
年
一
一
月
末
『
ユ
ダ
ヤ
の
声
』
は
廃
刊
に
追
い
込

ま
れ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
で
の
意
見
表
明
の
場
と
職
場
と
を
同
時
に

失
い
、
加
害
者
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
を
含
む
ポ
グ
ロ
ム
の
危
険
を
直
接

目
に
し
た
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
だ
が
、
引
き
続
き
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
居
住
す

る
方
針
に
変
化
は
な
く
、『
ユ
ダ
ヤ
の
声
』
の
廃
刊
直
後
に
『
ユ
ダ

ヤ
の
生
活
』
を
創
刊
す
る
（H

artglas 1996: 87-93

）。

た
だ
し
、
ポ
グ
ロ
ム
を
機
に
彼
の
領
土
観
は
変
化
し
て
お
り
『
領

土
と
民
族
』（H

artglas 1906b

）
で
は
ユ
ダ
ヤ
民
族
独
自
の
領
土
の

必
要
性
を
明
確
に
説
い
た
。
ま
た
、
一
九
〇
六
年
一
二
月
に
は
ヘ
ル

シ
ン
キ
に
お
い
て
第
三
回
ロ
シ
ア
・
シ
オ
ニ
ス
ト
会
議
に
参
加
し
、

そ
の
途
上
で
立
ち
寄
っ
た
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
『
ラ
ス
ヴ
ェ
ト
』
編
集

グ
ル
ー
プ
に
知
己
を
得
た
。
ヘ
ル
シ
ン
キ
会
議
に
つ
い
て
は
「
シ
オ

ニ
ズ
ム
の
発
展
に
お
け
る
転
換
の
瞬
間
と
な
っ
た
」
と
評
し
て
い

る
。「
そ
の
と
き
ま
で
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
と
い
う
の
は
実
際
の
と
こ

ろ
、
平
穏
な
、
ガ
ル
ー
ト
の
環
境
に
深
く
根
ざ
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
協

会
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
何
ら
か
の
奇
跡
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
偶
然

に
よ
っ
て
古
い
祖
国
を
再
建
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
瞬
間
を
夢
見
て

い
た
」。
つ
ま
り
、
従
来
は
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
に
携
わ
る
と
い
っ
て

も
、
普
段
は
正
統
派
の
教
え
を
守
り
、
あ
る
い
は
同
化
し
、
ま
た
は

資
金
集
め
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
み
を
行
っ
て
、
政
治
は
幾
人
か
の

「
専
門
家
」
任
せ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
よ
う
や
く
ヘ
ル
シ

ン
キ
会
議
が
現
実
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
輪
郭
を
描
い
た
と
し
、
シ
オ

ニ
ズ
ム
運
動
の
具
体
化
の
契
機
を
見
た
の
だ
っ
た
（H

artglas 

1996: 96

）。

３
第
一
次
世
界
大
戦

ヘ
ル
シ
ン
キ
か
ら
の
帰
国
後
、
ま
だ
二
〇
代
の
彼
は
洗
練
さ
れ
た
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ユ
ダ
ヤ
文
化
の
あ
る
ワ
ル
シ
ャ
ワ
へ
引
っ
越
し
て
弁
護
士
業
を
行
う

計
画
を
立
て
る
が
、
大
戦
が
勃
発
す
る
。
一
九
一
四
年
七
月
か
ら
家

族
と
バ
ル
ト
海
沿
岸
へ
の
旅
行
に
出
て
い
た
彼
は
、
ロ
シ
ア
領
へ

戻
っ
て
前
線
に
送
ら
れ
る
こ
と
を
避
け
、
い
っ
た
ん
ド
イ
ツ
領
に
留

ま
っ
た
。
ロ
シ
ア
領
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
独
・
墺
軍
に
占
領
さ
れ
て
よ
う

や
く
、
シ
ェ
ド
ル
ツ
ェ
へ
戻
る
こ
と
が
で
き
た
（H

artglas 1996: 

129-130, 144-155

）。

一
九
一
六
年
一
一
月
五
日
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
の
設
立
が
ウ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
二
世
と
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
一
世
の
名
に
お
い
て
宣
言

さ
れ
る
。
実
は
こ
の
宣
言
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
の
地
理
的
境
界
線
に

つ
い
て
い
っ
さ
い
言
及
し
て
お
ら
ず
、
信
用
に
値
し
な
い
と
の
見
方

も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
を
行
っ
た
三
国
の
う
ち

の
二
国
が
、
公
式
に
立
憲
君
主
国
家
と
し
て
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
建
国
を

認
め
る
宣
言
を
出
し
た
意
味
は
大
き
か
っ
た＊

8

。
ま
た
、
一
九
一
五
〜

一
八
年
の
ド
イ
ツ
軍
に
よ
る
ワ
ル
シ
ャ
ワ
占
領
は
、
多
く
の
実
質
的

利
益
を
も
た
ら
し
た
。
ロ
シ
ア
支
配
下
に
比
べ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の

自
由
な
活
動
に
対
す
る
制
限
が
ず
っ
と
緩
和
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
占
領
下
に
は
、
長
い
間
地
下
活
動
と
し
て
し
か
行
わ
れ
な

か
っ
た
「
政
治
」
に
公
に
携
わ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス

も
シ
ェ
ド
ル
ツ
ェ
に
お
い
て
公
職
に
就
く
機
会
を
得
た
（

yndul 

2002: 45

）。

一
九
一
八
年
、
唐
突
に
ド
イ
ツ
帝
国
が
崩
壊
す
る
と
、
ピ
ウ
ス
ツ

キ
が
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
要
塞
か
ら
解
放
さ
れ
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
帰
還
、
摂

政
会
議
か
ら
権
力
を
委
譲
さ
れ
る
。
衝
突
や
抵
抗
の
な
い
ま
ま
ド
イ

ツ
軍
が
た
だ
武
装
解
除
さ
れ
る
の
を
ワ
ル
シ
ャ
ワ
市
民
が
目
撃
し
て

い
た
こ
と
は
、
二
〇
年
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
彼
我
の
力

関
係
を
見
誤
る
一
因
に
な
っ
た
と
ノ
ー
マ
ン
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
指
摘

し
て
い
る
（
デ
イ
ヴ
ィ
ス 

二
〇
一
二
：
一
二
五
―
一
二
八
）。

４
独
立
ポ
ー
ラ
ン
ド

ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
は
独
立
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
政
治
家
・
弁
護
士

と
し
て
活
躍
し
た
。
憲
法
制
定
議
会
選
挙
で
議
員
に
選
出
さ
れ
て
か

ら
、
一
九
三
〇
年
ま
で
政
治
に
携
わ
っ
た
。
一
九
二
五
―
二
七
年
に

は
ユ
ダ
ヤ
人
議
員
サ
ー
ク
ル
の
代
表
と
な
り
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
境
遇
改

善
を
行
う
こ
と
を
目
下
の
課
題
と
し
、
と
り
わ
け
ロ
シ
ア
統
治
時
代

に
ユ
ダ
ヤ
人
に
課
さ
れ
た
不
利
な
法
的
規
制
や
差
別
が
独
立
後
も
維

持
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
異
議
を
唱
え
撤
廃
に
取
り
組
ん
だ
。
弁
護
士

業
に
お
い
て
は
冤
罪
事
件
や
改
宗
が
ら
み
の
訴
訟
を
手
が
け
て
注
目

を
集
め
た
（

yndul 2002: 47

）。

議
員
時
代
の
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
の
様
子
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ

る
。
一
九
一
九
年
四
月
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
過
ぎ
越
し
の
祭
り
、
キ
リ
ス
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ト
教
の
復
活
祭
の
夜
で
あ
っ
た
。
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
は
こ
の
と
き
復
活

祭
の
休
暇
を
シ
ェ
ド
ル
ツ
ェ
で
過
ご
す
こ
と
と
し
、
妻
と
共
に
知
人

を
訪
ね
て
い
た
が
、
あ
る
委
員
会
の
議
員
達
が
や
っ
て
来
る
と
い
う

連
絡
を
受
け
、
急
遽
自
宅
へ
呼
び
戻
さ
れ
た
。
自
宅
に
は
、
旧
知
の

グ
リ
ュ
ン
バ
ウ
ム
の
他
に
数
人
が
待
っ
て
い
た
。
議
員
団
は
「
ピ
ン

ス
ク
の
虐
殺
」
と
い
わ
れ
る
事
件
（
ユ
ダ
ヤ
人
の
若
者
三
四
人
が
、

ロ
シ
ア
の
ス
パ
イ
と
疑
わ
れ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
少
佐
に
射
殺
さ
れ

た
）
の
現
地
調
査
へ
向
か
う
途
中
で
あ
っ
た
。
深
夜
に
到
着
し
た
客

を
も
て
な
す
の
に
事
前
の
準
備
は
な
く
、
普
通
の
パ
ン
に
か
え
て
復

活
祭
の
ケ
ー
キ
（
バ
プ
カ
）、
自
家
製
の
ハ
ム
、
バ
タ
ー
、
ク
ラ
ッ

カ
ー
（
マ
ツ
ォ
ッ
ト
と
い
う
発
酵
さ
せ
な
い
パ
ン
）、
ビ
ー
ル
と

ウ
ォ
ッ
カ
と
い
う
、
あ
り
あ
わ
せ
の
食
卓
を
、
虐
殺
事
件
の
調
査
委

員
会
の
ユ
ダ
ヤ
人
議
員
二
人
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
議
員
五
人
と
、
ハ
ル

ト
グ
ラ
ス
が
囲
ん
だ
。
雰
囲
気
は
気
ま
ず
く
、
と
い
う
の
も
ポ
ー
ラ

ン
ド
人
議
員
の
な
か
に
は
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
者
で
知
ら
れ
た
農
民
党

議
員
の
ミ
ゼ
ー
ラ
（A

ntoni M
izera, 1886-1942

）
が
い
た
た
め
で

あ
っ
た
。
ミ
ゼ
ー
ラ
は
、
当
時
流
布
し
て
い
た
儀
礼
殺
人
の
噂
そ
の

ま
ま
に
「
マ
ツ
ォ
ッ
ト
と
い
う
ユ
ダ
ヤ
の
パ
ン
に
は
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
子
供
の
血
が
材
料
で
入
っ
て
い
る
」
と
信
じ
、
生
ま
れ
て
こ
の
か

た
手
を
触
れ
た
こ
と
も
な
い
、
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
。
す
で
に
夜

中
で
あ
っ
た
。
疲
れ
た
議
員
ら
は
マ
ツ
ォ
ッ
ト
に
バ
タ
ー
や
ハ
ム
を

載
せ
る
な
ど
し
て
、
ど
ん
な
規
律
も
意
に
介
さ
ず
に
口
へ
運
ん
で
お

り
、
最
初
は
拒
ん
で
い
た
ミ
ゼ
ー
ラ
も
空
腹
と
あ
っ
て
食
べ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
。
す
る
と
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
ら
し
く
、
彼
は
作

り
置
き
を
す
っ
か
り
空
に
し
て
い
っ
た
よ
、
と
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
は
回

想
し
て
い
る
。
こ
の
訪
問
を
境
に
、
ミ
ゼ
ー
ラ
は
ユ
ダ
ヤ
人
議
員
に

も
進
ん
で
話
し
か
け
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
ら
の
ユ

ダ
ヤ
人
同
権
化
活
動
に
も
協
力
し
た
。
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
は
こ
の
挿
話

に
つ
い
て
、「
政
治
的
な
成
功
」
が
予
想
外
に
得
ら
れ
た
の
は
、
ユ

ダ
ヤ
人
の
家
で
も
「
村
の
だ
ん
な
方
」
の
家
で
す
る
の
と
同
じ
様
に

バ
プ
カ
を
焼
き
、
ハ
ム
や
バ
タ
ー
を
食
べ
て
暮
し
て
い
る
と
分
か
っ

た
か
ら
だ
ろ
う
、
あ
と
マ
ツ
ォ
ッ
ト
が
お
い
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
、

と
述
べ
て
い
る
（H

artglas 1996: 204-206

）。
ユ
ダ
ヤ
社
会
と
ポ
ー

ラ
ン
ド
社
会
の
相
互
の
無
理
解
が
不
要
な
恐
れ
と
憎
悪
を
招
い
て
い

る
、
と
い
う
見
方
は
、
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
と
同
時
期
に
論
壇
で
活
躍

し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
＝
ユ
ダ
ヤ
交
流
史
の
発
掘
を
進
め
て
い
た
歴
史
家

リ
ン
ゲ
ル
ブ
ル
ム
（Em

anuel Ringelblum
, 1900-1944

）
の
考
え

と
も
一
致
し
て
い
た
（K

assow
 2007

）。

議
会
政
治
を
退
い
て
か
ら
の
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
は
再
び
法
廷
弁
護
士

と
し
て
実
績
を
重
ね
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
弁
護
士
だ
か
ら
と
顧
客
に
避

け
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
彼
が
弁
護
し
た
被
告
の
殆
ど
は
ポ
ー
ラ
ン

ド
人
な
ど
非
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ
た
（

yndul 2002: 45 ＊
9

）。
ポ
ー
ラ
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ン
ド
で
生
活
し
国
家
の
基
盤
で
あ
る
法
秩
序
の
一
端
を
構
成
し
な
が

ら
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
と
い
う
思
想
と
の
折
り
合
い
は
、
ど
の
よ
う
に
つ

け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
留
ま
っ
て
啓

蒙
・
教
育
活
動
を
行
い
、
よ
り
若
い
世
代
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
パ
レ
ス
チ

ナ
へ
の
移
住
を
勧
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
た
。
同

じ
く
ポ
ー
ラ
ン
ド
出
身
の
シ
オ
ニ
ス
ト
で
後
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
初
代

首
相
と
な
る
ベ
ン
グ
リ
オ
ン
（D

avid Ben-Gurion, 1886-1973

）

が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
真
の
故
郷
と
は
考
え
ず
、
三
歳
か
ら
ヘ
ブ
ラ
イ

語
に
親
し
み
（Pearlm

an &
 Ben-Gurion 1970

）、
一
〇
代
の
う

ち
に
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
移
住
し
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
（
森 

二

〇
〇
二
：
三
〇
―
三
一
）。
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
が
移
住
を
た
め
ら
っ
た

理
由
と
し
て
は
、
言
葉
の
問
題
に
象
徴
さ
れ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
愛

着
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
に
と
っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
が
自
他
共
に
認
め

る
第
一
言
語
で
あ
り
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
は
使
う
機
会
が
殆
ど
な
か
っ

た
。
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
堪
能
で
は
な
か
っ
た
と
告
白
し
て
い
る
が
、

む
し
ろ
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
話
者
と
し
て
の
自
負
心
を
表
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
（H

artglas 1996: 203 ＊
10

）。
パ
ヴ
ェ
ウ
・
フ
ィ
ヤ
ウ
コ
フ
ス
キ

が
指
摘
す
る
様
に
、
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
の
生
涯
を
特
徴
付
け
た
の
は

ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
へ
の
二
重
の
愛
情
で
あ
っ
た

（Fijałkow
ski 2010: 111-112

）。

一
九
三
〇
年
代
は
彼
の
言
論
界
に
お
け
る
活
動
の
最
も
盛
ん
な
時

期
で
あ
っ
た
。
一
九
三
四
年
二
月
に
は
経
済
紙
『
我
々
の
防
衛
』
に

お
い
て
、
ナ
チ
ス
商
品
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
呼
び
か

け
て
い
る
。「
我
々
は
ド
イ
ツ
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
の
で
は
な
く
、

ヒ
ト
ラ
ー
の
ド
イ
ツ
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
の
で
あ
り
、
ヒ
ト
ラ
ー
の

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
が
凋
落
す
る
と
き
に
は
、
ド
イ
ツ
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す

る
理
由
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
記
述
に
は
、
ド
イ
ツ
企
業

と
の
取
引
に
よ
り
身
を
た
て
て
い
る
ユ
ダ
ヤ
人
や
、
ド
イ
ツ
国
内
で

商
業
を
営
む
ユ
ダ
ヤ
人
の
商
品
も
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
対
象
と
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
へ
の
配
慮
が
窺
え
る
（H

artglas 1934: 2

）。
し
か
し
時

局
は
彼
の
期
待
に
反
し
て
悪
化
し
て
い
っ
た
。

５
一
九
三
九
年
九
月
一
日

ド
イ
ツ
に
よ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
が
現
実
味
を
帯
び
る
と
、
ユ
ダ

ヤ
共
同
体
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内
に
お
け
る
立
場
の
明
確
化
を
迫
ら
れ

た
。
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
同
権
化
活
動
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
パ

ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
と
の
融
合
は
、
権
利
と
義
務
を
不
可
分
と
す
る
国

民
観
そ
の
ま
ま
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
に
際
し
ピ
ー
ク
に
達

し
た
。
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
は
一
九
三
九
年
九
月
一
日
付
の
『
ノ
ヴ
ィ
・

ジ
ェ
ン
ニ
ク
』
紙
に
「
全
ユ
ダ
ヤ
民
族
は

―
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
共

に
！
」（H

artglas 1939: 3
）
と
題
す
る
声
明
を
寄
稿
し
て
い
る
。
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こ
れ
は
、
一
週
間
前
の
八
月
二
四
日
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
シ
オ
ニ
ス
ト

会
議
に
お
い
て
満
場
の
拍
手
に
よ
り
受
諾
さ
れ
た
、
中
央
委
員
会
の

宣
言
を
支
持
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。

宣
言
文
は
、「
シ
オ
ニ
ス
ト
組
織
と
ユ
ダ
ヤ
民
族
は
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
側
に
立
つ
」
と
し
、「
自
ら
の
自
由
と
独
立
を
か
け
た
戦
い
」

へ
の
ユ
ダ
ヤ
共
同
体
の
協
力
姿
勢
を
明
示
し
た
。
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
は

こ
こ
で
、
宣
言
が
「
全
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
名
に
お
い
て
」
出
さ
れ
た
の

か
、
シ
オ
ニ
ス
ト
会
議
に
そ
の
権
利
が
あ
る
の
か
疑
問
視
す
る
人
々

も
存
在
す
る
と
指
摘
し
、
そ
う
し
た
批
判
は
「
何
が
『
民
族

（naród

）』
で
あ
る
か
を
理
解
し
て
い
な
い
」
か
ら
生
じ
る
も
の

で
、「
民
族
と
い
う
概
念
を
、
文
化
的
・
宗
教
的
あ
る
い
は
歴
史
的

な
型
の
一
致
す
る
集
団
の
算
術
的
な
総
数
と
同
一
視
し
て
い
る
」
と

批
判
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
民
族
」
と
は
「
一
定
の
共
通
す
る
考

え
や
共
通
の
精
神
を
持
ち
、
自
覚
的
に
共
通
の
目
的
へ
向
か
う
人
々

の
有
機
体
的
集
合
」
で
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
シ
オ
ニ
ス
ト
が
唯
一

の
正
統
性
を
も
つ
ユ
ダ
ヤ
「
民
族
」
の
代
表
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
、
と
い
う
。
よ
り
正
確
に
は
、
シ
オ
ニ
ス
ト
会
議
は
「
自
覚

的
な
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
名
に
お
い
て
」
つ
ま
り
「
自
ら
を
建
設
し
つ
つ

あ
る
ユ
ダ
ヤ
国
家
の
名
に
お
い
て
」
宣
言
し
た
の
で
あ
り
、
パ
レ
ス

チ
ナ
に
お
け
る
五
〇
万
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
集
合
（
す
で
に
一
定
程
度

国
家
と
し
て
の
性
質
を
持
ち
、
萌
芽
的
な
軍
を
持
つ
）
が
、
シ
オ
ニ

ス
ト
会
議
の
口
に
よ
っ
て
語
っ
て
い
る
、
と
説
明
す
る
。
背
後
に
は

さ
ら
に
六
百
万
人
の
ユ
ダ
ヤ
民
族
が
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
に
分
か

れ
て
暮
ら
し
て
い
る
と
は
い
え
、
彼
ら
は
シ
オ
ニ
ズ
ム
の
圧
倒
的
な

影
響
下
に
い
て
「
シ
オ
ニ
ス
ト
会
議
の
演
壇
か
ら
出
て
く
る
一
つ
一

つ
の
言
葉
を
恍
惚
と
し
て
聞
き
、
そ
れ
ら
の
言
葉
を
道
標
と
も
自
身

の
進
歩
の
た
め
の
道
徳
的
規
範
と
も
見
な
し
て
い
る
」
と
い
う
。

従
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
側
に
立
つ
と
い
う
宣
言
は

「
三
五
〇
万
人
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ユ
ダ
ヤ
人
が
、
法
的
命
令
だ
け
で

な
く
道
徳
的
命
令
に
よ
っ
て
、
自
分
の
意
志
に
よ
っ
て
、
国
民
と
し

て
ま
た
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
自
由
裁
量
の
下
に
あ
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
」
と
い
う
。
こ
こ
で
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
は
宣
言

文
を
抜
粋
す
る
。

「
武
器
を
背
負
う
能
力
が
あ
る
者
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ユ
ダ
ヤ
人
は
す
べ
て
、

軍
に
加
わ
り
、
自
ら
の
血
と
命
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
た
め
に

捧
げ
る
準
備
が
で
き
て
お
り
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ユ
ダ
ヤ
共
同
体
全
体
は
、

国
家
が
ユ
ダ
ヤ
共
同
体
に
要
求
す
る
あ
ら
ゆ
る
犠
牲
を
、

被
る
用
意
が
で
き
て
い
る
。」
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ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
は
こ
の
宣
言
を
、
ユ
ダ
ヤ
系
の
政
党
や
団
体
、
宗

教
共
同
体
が
こ
れ
ま
で
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
協
力
を
言
明
し
て
き
た

こ
と
を
総
括
す
る
、
確
実
な
保
障
だ
と
述
べ
る
。「
パ
ト
リ
オ
テ
ィ

ズ
ム
の
行
動
に
お
い
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
民
で
な
い
者
さ
え
も
含

め
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
全
体
の
意
思
の
証
明
を
与
え
た
」
と
い
う
。
と
い

う
の
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
「
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
者
た
ち
が
う
ん
ざ
り
す

る
ほ
ど
書
い
て
い
る
よ
う
な
、
世
界
に
単
一
の
ユ
ダ
ヤ
の
大
国
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
（
そ
れ
は
第
三
帝
国
の
、
金
で
雇
わ
れ
た
か
あ
る

い
は
名
誉
職
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
空
想
で
あ
る
）」
が
、
し
か
し
、
も

し
各
国
に
分
散
す
る
「
ユ
ダ
ヤ
民
族
が
、
最
も
権
威
あ
る
代
表
の
口

を
通
じ
、
影
響
力
や
交
友
関
係
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
善
（dobro

）
の

た
め
に
活
用
し
た
い
旨
、
了
解
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
ら
、

―
そ

れ
は
最
も
重
要
な
事
項
で
あ
り
、
一
蹴
す
べ
き
要
求
で
は
な
い
」
か

ら
で
あ
る
。「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
善
」
の
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
は
、

ド
モ
フ
ス
キ
初
期
の
代
表
作
「
我
々
の
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
」
に
お

い
て
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
」
の
基
準
と
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。
ハ
ル

ト
グ
ラ
ス
は
今
一
度
宣
言
文
に
目
を
向
け
る
。

「
ユ
ダ
ヤ
民
族
全
体
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
側
に
！　

血
と
命
、
財
産

そ
し
て
道
徳
的
支
援
を

―
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
た
め
に
！　

重
大

な
瞬
間
に
お
い
て
は
、
皆
が
戦
列
へ
、
塹
壕
へ
、
政
府
の
指
揮

の
も
と
へ
！　

ポ
ー
ラ
ン
ド
を
囲
む
防
壁
に
お
い
て
、
我
々
は

防
壁
全
体
と
緊
密
に
結
び
つ
く
礎
石
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。」

さ
ら
に
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
は
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
他

で
も
な
く
「
我
々
が
国
民
で
あ
る
と
こ
ろ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
問
題
」

で
あ
る
と
し
、「
我
々
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
戦
争
を
望
ま
な
い

―
結

局
の
と
こ
ろ
ポ
ー
ラ
ン
ド
全
体
が
、
全
世
界
が
、
戦
争
を
望
ま
な
い

の
と
同
様
に
。
し
か
し
覚
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
戦
争
が
起
こ

ろ
う
と
、
起
こ
る
ま
い
と

―
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
、
こ
の
歴
史
的
な
大

混
乱
か
ら
、
よ
り
い
っ
そ
う
強
健
に
な
っ
て
抜
け
出
ね
ば
な
ら
な

い
！　

そ
し
て
ユ
ダ
ヤ
共
同
体
は
、
民
族
と
し
て
、
自
身
の
パ
レ
ス

チ
ナ
に
お
け
る
歴
史
的
国
家
的
計
画
に
焦
点
を
合
わ
せ
つ
つ
、

―

や
は
り
い
っ
そ
う
強
健
に
な
っ
て
抜
け
出
る
の
だ
」
と
結
論
付
け

る
。
こ
れ
が
、
ド
モ
フ
ス
キ
初
期
に
み
ら
れ
る
「
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ

ム
」
と
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
」
の
定
義
と
を
敷
衍
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ

る
こ
と
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
民
で
あ
る
こ
と
と
を
両
立
可
能
と
見
な
し

た
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
が
、
戦
争
の
危
機
に
直
面
し
て
引
き
出
し
た
答
え

で
あ
っ
た
。

な
お
、
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
を
含
め
当
時
の
ユ
ダ
ヤ
共
同
体
が
ど
の
程

度
ナ
チ
ス
の
危
険
性
を
認
識
し
て
い
た
か
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
。

先
述
の
よ
う
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
ド
イ
ツ
軍
に
よ
る
占
領
は
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ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
良
い
統
治
」
と
し
て
記
憶
に
新
し
か
っ
た
。

そ
う
し
た
ド
イ
ツ
認
識
が
「
ヒ
ト
ラ
ー
主
義
は
勝
利
し
え
な
い
。
あ

る
い
は
血
ま
み
れ
の
決
定
的
な
戦
闘
に
お
い
て
敗
北
し
、
あ
る
い
は

降
伏
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
徐
々
に
打
破
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
」
と
い
う
（
戦
意
発
揚
で
な
い
と
す
れ
ば
）
楽
観
に
つ
な
が
っ
て

い
た
。
そ
し
て
「
ヒ
ト
ラ
ー
主
義
や
そ
れ
と
結
び
つ
い
た
黒
と
赤
の

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
全
般
的
な
撤
退
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
我
々
の

立
場
を
強
め
る
に
違
い
な
い
」
と
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
移
住
推
進

と
正
統
化
の
強
化
に
こ
の
戦
争
が
一
役
買
う
、
と
い
う
見
通
し
さ
え

示
し
て
い
る
。
歴
史
家
リ
ン
ゲ
ル
ブ
ル
ム
の
記
録
に
お
い
て
も
、
対

独
戦
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
と
ユ
ダ
ヤ
共
同
体
の
協
力
を
強
め
る
と
い

う
肯
定
的
な
見
方
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
開
戦
当
初
の
ハ

ル
ト
グ
ラ
ス
の
判
断
は
極
端
に
世
論
か
ら
外
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
は
声
明
の
最
後
に
、「
我
々
が
望
も
う
と
望
む
ま

い
と

―
我
々
﹇
ユ
ダ
ヤ
﹈
の
問
題
は
目
下
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
問
題

と
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
我
々
の
民
族
全
体
は
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
い
よ
う
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
境
の
外
に
い
よ
う

と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
共
に
歩
み
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
か
け
て
戦
わ
ね
ば

な
ら
な
い
」
と
し
て
、
運
命
共
同
体
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
と
ユ

ダ
ヤ
民
族
と
が
切
り
離
し
え
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て

付
言
し
て
「
こ
の
よ
う
な
重
大
な
瞬
間
に
さ
え
、
…
我
々
に
対
す
る

敵
意
に
満
ち
た
さ
ま
ざ
ま
な
行
為
」
が
あ
る
と
指
摘
し
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
国
内
に
お
け
る
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
高
ま
り
を
示
唆
し
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
う
し
た
行
為
を
原
因
と
す
る
「
多
く
の
悲
し
み
」
に
つ
い

て
は
、
い
つ
か
「
話
し
合
う
時
が
来
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
る
に
と
ど

め
、
い
ま
争
点
化
す
べ
き
で
は
な
い
と
戒
め
る
。「
今
は
悲
し
み
や

気
晴
ら
し
の
時
で
は
な
い
」
の
だ
か
ら
、「
共
に
結
束
し
て
」、
ユ
ダ

ヤ
人
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
「
肩
と
肩
を
並
べ
！
」「
そ
し
て
今
よ

り
、
全
ユ
ダ
ヤ
民
族
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
共
に
！
」
歩
む
こ
と
を
呼
び

か
け
て
声
明
を
締
め
括
っ
て
い
る
。

こ
の
声
明
を
書
い
た
と
き
、
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
は
、「
三
五
〇
万
人

の
ユ
ダ
ヤ
人
の
血
と
財
産
」
を
も
っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
に
貢
献
す

る
と
い
う
こ
と
が
現
実
に
何
を
意
味
す
る
の
か
予
見
し
て
い
な
か
っ

た
。
声
明
か
ら
わ
ず
か
三
ヵ
月
余
り
、
一
九
三
九
年
一
二
月
、
ハ
ル

ト
グ
ラ
ス
は
家
族
と
と
も
に
ナ
チ
ス
占
領
下
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
を
逃

れ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
渡
っ
た
。

お
わ
り
に

「
私
は
人
間
で
い
る
の
を
や
め
た
」。
パ
レ
ス
チ
ナ
に
降
り
立
っ
た
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瞬
間
以
降
の
自
身
を
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
は
こ
う
表
し
た
。
一
九
四
〇
年

二
月
二
日
、
彼
は
家
族
と
と
も
に
ト
リ
エ
ス
テ
か
ら
マ
ル
コ
・
ポ
ー

ロ
号
に
乗
船
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
到
着
し
た
。
シ
オ
ニ
ス
ト
と
し
て

の
言
動
と
は
裏
腹
に
「
そ
こ
で
す
ぐ
に
死
ぬ
だ
ろ
う
と
い
う
予
感
」

を
抱
い
て
の
旅
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
を
回
想
す
る
文
章
が
執
筆
さ
れ

た
の
は
一
九
五
〇
年
で
あ
り
、
結
局
パ
レ
ス
チ
ナ
到
着
後
も
十
年
以

上
生
き
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
「
誰
一
人
に
と
っ
て

必
要
の
な
い
、
自
分
に
と
っ
て
も
必
要
の
な
い
人
間
と
し
て
生
き
て

い
る
」
時
間
で
あ
っ
た
。
も
は
や
一
廉
の
人
物
で
は
な
く
存
在
意
味

の
な
い
「
第
五
の
車
輪
」、
そ
れ
が
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
彼
の
自

画
像
で
あ
っ
た
。

到
着
後
、
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
は
カ
プ
ワ
ン
（Eliezer K

apłan, 

1891-1952

）
ら
以
前
か
ら
交
友
の
あ
っ
た
知
人
や
ユ
ダ
ヤ
機
関
の

幹
部
ら
に
迎
え
ら
れ
る
。
し
か
し
す
ぐ
に
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
時
代
に
比

べ
、
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
と
彼
ら
の
立
場
が
逆
転
し
た
こ
と
に
気
づ
か
さ

れ
る
。
晩
餐
に
招
か
れ
た
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
は
「
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
は
、

私
の
事
務
所
だ
け
で
な
く
、
私
の
家
に
招
か
れ
る
の
は
彼
ら
に
と
っ

て
叶
わ
ぬ
夢
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
し
て
、
私
た
ち
を
自
宅
へ
招
く
な

ど
。
そ
れ
が
起
こ
っ
た
の
だ
」
と
、
無
名
で
あ
っ
た
人
び
と
が
い
ま

や
主
人
役
と
な
っ
て
い
る
社
会
に
違
和
感
を
抱
く
。
彼
は
ロ
ン
ド
ン

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
亡
命
政
府
に
期
待
を
か
け
て
お
り
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド

は
以
前
の
姿
で
再
現
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
ま
だ
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い

て
ユ
ダ
ヤ
人
大
衆
と
の
関
係
に
お
い
て
利
用
価
値
の
あ
る
、
名
の
あ

る
ユ
ダ
ヤ
人
政
治
家
た
ち
が
必
要
と
さ
れ
る
」
と
い
う
展
望
を
抱
い

た
。
そ
れ
は
「
私
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
戻
り
、
そ
こ
で
か
つ
て
の
地
位

を
占
め
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
願
望
と
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。

現
実
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
戻
る
こ
と
は
で
き
ず
、
し
か
し
引
退
す

る
に
も
早
す
ぎ
る
と
い
う
気
持
ち
を
抱
き
な
が
ら
、
生
活
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
パ
レ
ス
チ
ナ
到
着
以
降
の
回
想
の
大
部
分
を
占
め

る
の
が
生
活
費
の
節
約
の
話
題
で
あ
る
。
彼
は
「
内
職
」
と
し
て
文

章
を
書
き
始
め
る
が
、
清
書
係
が
つ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
な

か
な
か
出
版
の
見
通
し
も
立
た
な
い
。
新
た
に
や
っ
て
く
る
避
難
者

か
ら
話
を
聞
こ
う
と
す
る
が
、
そ
の
多
く
は
彼
の
招
き
に
応
じ
な

か
っ
た
。

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
（
オ
シ
フ
ィ
エ
ン
チ
ム
）
に
つ
い
て
の
第
一

報
が
パ
レ
ス
チ
ナ
に
達
し
た
の
は
一
九
四
二
年
一
一
月
頃
と
さ
れ
る

（H
artglas 1996: 379-380, n. 63

）。
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
の
記
憶
で
は

一
九
四
四
年
に
「
死
の
収
容
所
や
ガ
ス
室
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
・
ゲ
ッ

ト
ー
や
他
の
町
か
ら
の
大
量
輸
送
に
つ
い
て
、
最
初
の
し
ら
せ
が
届

い
た
」
と
い
う
。
二
十
数
年
前
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
者
か
ら
ハ
ル
ト
グ

ラ
ス
の
友
人
へ
と
態
度
を
変
え
た
農
民
党
議
員
ミ
ゼ
ー
ラ
は
捕
え
ら

れ
、
息
子
と
共
に
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
で
没
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
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会
と
の
協
力
を
信
じ
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
留
ま
り
貧
困
層
支
援
と
記
録

を
続
け
た
歴
史
家
リ
ン
ゲ
ル
ブ
ル
ム
は
、
ゲ
ッ
ト
ー
蜂
起
鎮
圧
後
の

瓦
礫
の
上
で
処
刑
さ
れ
た
。

目
的
地
へ
た
ど
り
つ
い
た
は
ず
の
シ
オ
ニ
ス
ト
が
求
め
た
共
同
体

は
、
死
線
の
向
こ
う
へ
去
っ
て
い
た
。
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
が
失
っ
た

「
見
え
な
い
糸
」、
彼
が
最
後
に
「
私
の
民
族
」
と
呼
ん
だ
も
の
は
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
、
そ
れ
も
お
そ
ら
く
は
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
語
の
定
期
刊
行
物
で
結
ば
れ
た
ワ
ル
シ
ャ
ワ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
知
的

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
を
認
め
、
ま
た
彼
が
認
め

た
読
者
層
に
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
の
た
め
、
流
血
を
辞
さ
な
い
貢

献
」
を
呼
び
か
け
た
の
は
、
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
自
身
で
あ
っ
た
。
判
断

は
適
切
で
あ
っ
た
の
か
、
ゲ
ッ
ト
ー
に
彼
ら
を
残
し
パ
レ
ス
チ
ナ
へ

渡
っ
た
こ
と
は
正
当
化
さ
れ
る
の
か
。「
自
分
の
罪
悪
感
や
卑
劣
さ

と
と
も
に
生
き
る
の
が
重
苦
し
い
」（H
artglas 1996: 381

）
と
い

う
晩
年
の
独
白
に
答
え
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。「
灰
色
の
時
間
に
一

人
座
っ
て
い
る
の
が
す
き
だ＊

11

」
と
詩
に
記
し
た
彼
の
、
先
の
途
切
れ

た
糸
を
つ
か
む
よ
う
な
望
郷
は
、
も
は
や
目
的
地
で
は
な
く
な
っ
た

パ
レ
ス
チ
ナ
か
ら
遠
く
、「
中
欧
」
に
呑
み
込
ま
れ
た
デ
ィ
ア
ス
ポ

ラ
の
地
へ
と
逆
照
射
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

◉
注

＊
１ 

yndul

（2000

）; M
endelsohn

（1981

）.

＊
２ 

グ
リ
ュ
ン
バ
ウ
ム
は
第
一
次
大
戦
後
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
シ
オ
ニ
ズ
ム

運
動
の
主
導
権
を
握
っ
た
。
一
九
三
三
年
か
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
移
り
、

ユ
ダ
ヤ
機
関
移
民
部
代
表
と
な
り
、
第
二
次
大
戦
中
は
占
領
下
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
に
残
る
ユ
ダ
ヤ
人
を
救
出
す
る
活
動
に
あ
た
っ
た
。
一
九

四
八
年
五
月
一
四
日
、
イ
ス
ラ
エ
ル
独
立
宣
言
に
署
名
し
た
一
人
。

M
endelsohn

（1981: 74

）; Czajka

（2010: 99-100

）.

＊
３ 

例
え
ば
一
九
三
〇
年
代
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
発
行
さ
れ
て
い
た

『
ツ
ォ
フ
ィ
ム
』
紙
は
、
一
度
な
ら
ず
一
面
全
体
を
使
い
ハ
ル
ト
グ
ラ

ス
の
論
説
を
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
同
紙
は
「
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
が
ク
ラ

ク
フ
へ
」
と
題
し
講
演
会
の
宣
伝
記
事
を
打
っ
た
。H

artglas

（1938a: 
1-2

）; H
artglas

（1938b: 1

）.

＊
４ 

Ł
tocha, Cała, and Głow

icka

（eds.

）（1999

）; Cała

（2005

）.

＊
５ 

K
opów

ka

（2001: 15

）
は
シ
ェ
ド
ル
ツ
ェ
を
例
に
挙
げ
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
独
立
運
動
に
対
す
る
「
リ
ト
ヴ
ァ
ー
ク
」
と
、
も
と
も
と
居
住

し
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
人
と
の
態
度
の
違
い
を
指
摘
す
る
。

＊
６ 

一
九
〇
三
〜
〇
六
年
に
か
け
、
ロ
シ
ア
帝
国
で
は
大
規
模
な
ポ
グ

ロ
ム
が
南
部
を
中
心
に
発
生
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
ま
で
波
及
し
た
。
ハ

ル
ト
グ
ラ
ス
が
目
撃
し
た
の
は
そ
の
一
部
で
あ
っ
た
。
背
景
に
は
、
一

九
〇
〇
年
以
降
の
経
済
の
停
滞
、
一
九
〇
二
〜
〇
三
年
に
か
け
て
の
不

作
、
日
露
戦
争
の
混
乱
や
一
九
〇
五
年
革
命
に
対
す
る
右
翼
の
反
動
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
衝
撃
は
大
き
く
、
ロ
シ
ア
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
転
機
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
鶴
見
（
二
〇
一
二
：
一
〇
八
―
一
〇
九
）
参
照
。

＊
７ 

ビ
ャ
ー
ウ
ィ
ス
ト
ク
の
ポ
グ
ロ
ム
に
つ
い
て
、H

artglas

（1906a: 
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281-289

）、H
artglas

（1996: 90-93

）、
お
よ
びSohn

（2009: 330-
334

）
参
照
。

＊
８ 
ド
モ
フ
ス
キ
は
宣
言
を
独
墺
軍
へ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
兵
士
の
人
員

補
充
を
容
易
に
す
る
た
め
に
出
さ
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
戦

況
が
悪
化
し
た
場
合
に
も
独
墺
の
構
想
に
沿
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
が

既
成
事
実
と
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
で
、
ロ
シ
ア
領
ポ
ー
ラ
ン
ド
を

事
実
上
ド
イ
ツ
側
に
組
み
込
む
た
め
の
布
石
で
あ
っ
た
、
と
し
て
い
る
。

＊
９ 

対
照
的
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
弁
護
士
に
依
頼
す
る
こ
と
で
判
事
の
心
象

を
害
す
る
こ
と
を
恐
れ
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
顧
客
は
彼
を
避
け
が
ち
で
あ
っ

た
。

＊
10 

ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
に
は
『
ラ
ス
ヴ
ェ
ト
』
に
掲
載
さ
れ
た
一
連
の
記

事
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
ロ
シ
ア
語
の
著
作
も
多
く
あ
る
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
回
想
で
は
特
に
触
れ
て
い
な
い
。

＊
11 

二
〇
一
二
年
八
月
に
テ
ル
ア
ビ
ブ
に
お
い
て
四
週
間
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
際
、
カ
リ
ン
・
Ｏ
・
コ
ッ
ソ
イ
氏
（K

arin O
. 

K
ossoy

）
の
御
助
力
に
よ
り
、
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
の
孫
に
あ
た
る
故
ア
ロ

ン
・
エ
シ
ュ
パ
ル
氏
（A

ron Eshpar

）
の
夫
人
リ
フ
カ
・
エ
シ
ュ
パ

ル
氏
（Rivka Eshpar

）、
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
の
ひ
孫
に
あ
た
る
ヨ
ナ
タ

ン
・
エ
シ
ュ
パ
ル
氏
（Y
onatan Eshpar

）
と
イ
サ
マ
ル
・
エ
シ
ュ
パ

ル
氏
（Itham

ar Eshpar

）
よ
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
の
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス

に
つ
い
て
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
の
長

男
、
故
テ
オ
ド
ア
・
ハ
ル
ト
グ
ラ
ス
氏
（T

heodore H
artglas

）
の

自
伝
（
未
刊
行
）
や
、
引
用
し
た
詩
を
含
む
晩
年
の
メ
モ
、
書
簡
、
写

真
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
深
く
感
謝
す
る
。
な
お
本
稿
で
扱
っ

た
資
料
（
定
期
刊
行
物
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
）
は
、
主
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ

の
ユ
ダ
ヤ
歴
史
研
究
所
（

IH

）、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
図
書
館
、
国
立
図

書
館
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
図
書
室
で
閲
覧
し
、
一
部
を
エ

ル
サ
レ
ム
の
イ
ス
ラ
エ
ル
国
立
図
書
館
に
お
い
て
閲
覧
し
た
。
ポ
ー
ラ

ン
ド
史
全
般
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
と
ス
ラ
ブ
・

ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
図
書
室
所
蔵
の
文
献
を
参
照
し
た
。
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